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日時 平成２１年１１月１２日(木)１９時から２１時３０分 

 
場所 名張市市民情報交流センター会議室 

 
出席者  

 （委員）梶原重信、坂本直司、石見彰教、数本有喜子、吉井正男、福永英世、 

栗木かおり、松生隆 

 （市） 企画財政部地域経営室 室長：奥村 副室長：荻田 垣中 末次 

 

資料１～４について事務局より説明 

 

・センターの公設民営化については過去にも何度か話が出ているが、１つのセクター

に偏りがある団体ばかりで実現に至っていない。 

・いつも話題になることだが、地域づくり委員会と市民活動団体やＮＰＯはお互いに

受け入れることができずにいる。昨年のワールドカフェもその場限りの交流で終わ

った。 

・市民活動団体が行政・企業・市民のどの枠組みの中にでも自由に入れるような仕組

み作りをしてほしい。 

・専門的な支援よりも、これから市民活動を始める方への初歩的な支援を大切にして

ほしい。 

・中間支援とは目線を落として、つまり、これから市民活動を始める方の目線になり

業務を行える団体が担っていくべきである。 

・市民活動やボランティアの裾野を広げ継続性のある活動や次世代の育成・ニーズの

見直し等も支援できるようにしてほしい。 

（市）これまで市で実施してきた提案公募型事業に応募のあった団体等へ聞取りを行

ったが、どの団体も後継者不足に悩んでいるようであり、今後そういった支援

も行っていきたい。 

 

・なばりＮＰＯセンターが設立されたが、そこがゆくゆくはこのセンターの委託なり

指定管理者になると決まっているかのようである。 

 （市）それは決定事項ではない。ただ今まで名張市に中間支援の組織がなく、そのよ

うな団体が必要であると考えている。中間支援的な役割を担ってくれる団体に

育ってほしいと考えている。委託先を決定するときはプレゼン等を実施して決

めていく。 
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・公設民営でいくのはいいが、民営で採算がとれるのか？ 

 （市）しばらくは業務委託でいくが、ゆくゆくは指定管理者も視野に入れ検討してい

きたいと考えている。その場合は市から人件費や賃料も委託料に含んで支払う

ことになる。 

   ・なばりＮＰＯセンターを通さないと実践事業や市の委託事業を取れないという、う

わさが出ているが？ 

 （市）そんなことはあり得ない。 

 ・委託先を公正な立場で選ぶようにしてほしい 

・行政はなんでも民間に委託しようとするが信頼性の問題もあるので、その点も考え

てほしい。 

       ・委託することのメリットは人事異動がないので一定のレベルを保つことができる。 

 ・専門性を追求しすぎると一般市民はついていけない。  

 ・センターは、中立的な立場であってほしい。 

 ・資料４の中には、現状のセンターの課題が書かれているが、それらも含め、課題の

分析、解析が重要である。センター業務を委託していく際には委託先がその課題を

解決できるというプレゼンを行ってもらい、解決方法を提示してもらう必要がある。 

 （市）選考委員については、運営委員の中からもお願いしたいと考えている。ただし、

応募団体に関係するものは除く。また選考にあたっては合格最低点を設けたい。 

・委託先を決める時は、一般に公開するのか。 

 （市）公開する。 

 

・運営委員になばりＮＰＯセンターのメンバーもいるが、常に公平な立場でいなけれ

ばならないと考えている。 

・公設民営になっても運営委員会は今以上に必要になってくる。 

 （市）これからは２ケ月に一回程度の運営委員会の開催が必要になってくると考えて

いる。センターの運営が適切に行われているかどうかの評価は必要である。 

   評価する時は、運営委員の中に委託先のメンバーが入っていれば外れることにな

る。現在、なばりＮＰＯセンターのメンバーが委員の中にいるが、公平な立場で

いなければならないと考える。運営委員全員が、常に中立な立場であるという認

識でいてもらわなくてはならない。現段階では、どこが受託するかわからないこ

とから、ここで、なばりＮＰＯセンターのメンバーが運営委員として適切でない

とは言えない。運営委員会は委託先の評価だけをするのではなく、事業計画の検

討や事業実施上の諸問題の協議もある。  

    また、第三者や運営委員からの意見があれば、その都度運営委員会を開催し検

討していく必要がある。 

・業務委託については賛成だが、運営委員会等の監視する立場の会は必要である。 

  そして委託団体のカラーはでてもいいが、公平な（好き嫌いはしない）態度は守っ

てほしい。      
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・運営委員には規則にがんじがらめになるのではなく、柔軟に対応しなければならな

い局面も出てくる。 

・運営委員自体も目線を落とす必要がある。 

・今後センター業務を委託した際には、委託先の業務等を見ていく為には運営委員会

の回数を増やす必要がある。また、ネット等を利用したセンター運営上の諸問題に

ついて運営委員が意思の疎通を図ることのできるシステムがあればよいと考える。 

 

・次回の運営委員会は、事前に資料を送付させてもらおうと考えている。 

・今後、業務委託に関し概要を委員会に示し、意見を伺いたい。 

 

事務局より資料５を使い、１０月までの利用状況について説明 

 

運営委員の旅費について説明 




















































































































